
30 年度実績に関する施策・基本事業評価表 （兼 主要な施策の成果報告書補足資料）
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千円

千円
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人

施策を実行す
るうえで基本と

なる事業

基本事業① 生涯スポーツ・レクリエーションの推進

主管課名 生涯学習・スポーツ課

関係課名

施策が目指す
すがた

・子どもから高齢者まで幅広い年代層の市民が多種多様なスポーツに親しんでいます。
・競技スポーツの感動がまちに活力を与えています。

施策の成果向
上に向けての

住民と行政との
役割分担や地
域等への期待

など

市　　民
・

事 業 所

・子どもの頃から生涯を通じた楽しいスポーツライフを目指します。
・子どもから高齢者まで、総合型地域スポーツクラブをみんなで支えます。

行　　政
・スポーツ施設の整備、人的支援、スポーツクラブの育成を行います。
・スポーツ事業の開催、支援を行います。

そ の 他
（地　　域）

・地区で各種スポーツ事業を自主的に行います。

平成

基本目標№ 4 基本目標名 人と文化を育むまち

施 策 № 33 施 策 名 生涯スポーツ・レクリエーションの振興

基本事業② 選手・指導者の育成と支援

基本事業③

基本事業④

施策の
トータルコスト

区　　分 25年度実績 26年度実績 27年度実績 28年度実績

基本事業④を構成する事務事業の数（うち自治事務数）

Ｂ．事業費　（事務事業の事業費合計） 142,294 326,606

Ａ．本施策を構成する事務事業の数

基本事業①を構成する事務事業の数（うち自治事務数）

基本事業②を構成する事務事業の数（うち自治事務数）

基本事業③を構成する事務事業の数（うち自治事務数）

125,390

282,706

基本事業①を構成する事務事業の決算額小計 134,594 319,621 273,707 124,666 128,678

29年度実績 30年度実績

7,700 6,985 8,999 7,871 9,005 8,196

132,537 137,683 133,586

基本事業②を構成する事務事業の決算額小計

基本事業④を構成する事務事業の決算額小計

基本事業③を構成する事務事業の決算額小計

　同　　上
円 3,527 7,790 6,852

19 24

3,587 3,748

300 483
Ｈ．人件費　（定義式　：　Ｅ／人口 ）

24

Ｄ．事務事業に要する年間総時間 3,100 2,900 3,100 5,020 5,220 4,970

効 率 性
指　　標

市民１人あたりにおける施策の
円 3,231 7,499 6,551

Ｃ．施策に携わる正規職員数合計 16 15 15

3,171
Ｇ．事業費　（定義式　：　Ｂ／人口 ）

　同　　上
円 295 292

魚津市の人口（各年度12月末時点） 44,036 43,555 43,152

12,708 12,961 20,637 21,021

3,644
Ⅰ．トータルコスト　（定義式　：　Ｆ／人口 ）

496 473

3,103 3,252

19,940

Ｆ．トータルコスト　（Ｂ＋Ｅ） 155,295 339,314 295,667 153,174 158,704 153,526

Ｅ．人件費　（Ｄ×１時間あたりの平均人件費） 13,001

4,012

42,706 42,340
参　　考

１時間あたりの平均人件費 4,194 4,382 4,181 4,111 4,027

42,132
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基本事業名 ①生涯スポーツ・レクリエーションの推進

基本事業の目的（意図） 子どもから高齢者まで幅広い年代層の市民が多種多様なスポーツに親しんでいます。

平成30年度における
主な事業内容（活動内容）

H30年度 H31年度 H32年度
(最終目標年度)

基 本 事 業 概 要 シ ー ト ①

施 策 № 33 施 策 名 生涯スポーツ・レクリエーションの振興

3,097 3,098

【スポーツ推進委員事業】
・スポーツ推進委員を委嘱し、部会や企画会議を開催しながら、ニュースポーツの交流大会の開催をはじめ実技指導や助言、障がい
者レクリエーションの指導、市及び体育協会主催行事の協力など、地域におけるスポーツ振興に努めました。
【市民スポーツ奨励事業】
・市民スポーツ大会や教室等の開催に対して助成するとともに、うおづスポーツレクリエーション祭等を開催しました。
【学校体育施設開放事業】
・市民が身近なスポーツ施設として利用できるよう、管理指導員を配置し、学校体育施設を適切な管理をしながら一般に開放しまし
た。
【体育施設管理事務】
・市民がいつでも気軽にスポーツ・レクリエーションに親しむことができる拠点として、総合体育館や室内温水プールをはじめとする市
体育施設を指定管理により管理運営しました。（指定管理契約期間：平成28～32年度まで）

3,077 3,041
4,100

46.0 53.0 60.0

29.6 45.0 45.2

39.0

成果指標名 単位

実績値 目標値（上段）及び実績値（下段）

週１回以上スポーツをする市民の割合 ％ 18.3 31.0 25.9
32.0

2,956
総合型地域スポーツクラブ会員数 人 3,322

H22年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度

4,200 4,300 4,400 4,500

生涯学習・スポーツ課

一般会計 学校体育施設開放事業

生涯学習・スポーツ課

基本事業を構成する事務事業の実績（○：評価対象事業（総合計画の主な事業など）　-：評価対象外事業）

№ 会計名 事務事業名
平成30年度

担当課
予算現額（円） 決 算 額（円） 予算残額（円） １次評価結果

一般会計 保健体育一般管理事業 4,915,050 4,582,620 332,430 -

生涯学習・スポーツ課

一般会計 市民スポーツ奨励事業 1,719,000 1,589,800 129,200 Ｂ

2,048,000 1,771,587 276,413 Ｂ

580,000 330,705 249,295 Ｂ

383,800

生涯学習・スポーツ課

生涯学習・スポーツ課

一般会計 室内温水プール建替推進事業 3,474,000 0 3,474,000 - 生涯学習・スポーツ課

一般会計

一般会計 スポーツ推進委員事業 2,345,000 2,251,448 93,552 Ａ

生涯学習・スポーツ課

一般会計 体育施設管理事務 119,629,200 114,560,520 5,068,680 Ｂ 生涯学習・スポーツ課

0

東京オリンピック・パラリンピック事前合宿誘致推進事業

303,427 80,373 -

0

0

一般会計 登山振興事業

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

合　　計 135,094,050 125,390,107 9,703,943
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基本事業の目的（意図） 各種スポーツ団体や選手の活動を支援し市民スポーツの活性化を促進します。

平成30年度における
主な事業内容（活動内容）

【市民体育大会・県民体育大会事業】
・市民にスポーツを普及振興するため市民体育大会を開催するとともに、県民体育大会に出場する選手に対して派遣経費の一部を
補助しました。
【選手強化育成・優秀選手派遣事業】
・ラグビートップリーグ所属の一流選手によるラグビークリニック（教室）の開催（平成28年度から)や選手強化事業を関連団体に委託
するなど、小中学生、高校生等の選手強化育成を図りました。
・市出身のプロ野球選手である石川歩投手による野球教室を開催（選手後援会主催）し、小中学生の選手強化育成を図りました。
・ジュニア育成、指導者講習、優秀選手派遣に対する助成を通じて、選手強化に取り組みました。
【中学校部活動活性化事業】
・中学校の運動部に専門的技術を有する外部指導者（スポーツエキスパート）を派遣し、競技力向上を図りました。

成果指標名 単位

実績値 目標値（上段）及び実績値（下段）

基 本 事 業 概 要 シ ー ト ②

施 策 № 33 施 策 名 生涯スポーツ・レクリエーションの振興

基本事業名 ②選手・指導者の育成と支援

50.0

31.8 31.9 29.6

H22年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度
(最終目標年度)

41.0

18,000
13,546 16,517 18,227

19,909

17,250 17,500 17,750

スポーツ少年団加入率 ％ 40.4 33.0 32.1
38.0

17,000

44.0 47.0

スポーツ大会への参加者数 人
18,739 17,902

一般会計 中学校部活動活性化事業 619,000

№ 会計名 事務事業名
平成30年度

617,850 1,150 Ｂ

１次評価結果

一般会計 スポーツ関係表彰事業 344,800 342,380 2,420 生涯学習・スポーツ課-

基本事業を構成する事務事業の実績（○：評価対象事業（総合計画の主な事業など）　-：評価対象外事業）

担当課
予算現額（円） 決 算 額（円） 予算残額（円）

生涯学習・スポーツ課一般会計 選手強化育成・優秀選手派遣事業 5,060,150 4,736,150 324,000 Ａ

0

生涯学習・スポーツ課

生涯学習・スポーツ課

0

0

0

0

一般会計 市民体育大会・県民体育大会事業 2,500,000 2,500,000 0 Ｂ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

合　　計 8,523,950 8,196,380 327,570
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施 策 № 33 施 策 名 生涯スポーツ・レクリエーションの振興

平成30年度の
評価結果（基本
事業の成果を
考慮し記載）

１．施策（基本事業）の成果水準とその背景

３．施策の課題認識及び取り組み状況

　（成果水準が、ここ数年の間どのように推移しているか、近隣他市と比較してどうか、住民期待水準と比較してどうかなどを記述）

【①生涯スポーツ・レクリエーションの推進】
◆成人のスポーツ実施率は、近年低下傾向にあると言われております。市民アンケートでは、「週１回以上、運動やスポーツを行っている市民の割
合」は、前年度の45.0％から0.2ポイント増加し、45.2％になりました。
◆子どもの体力向上を図るため、スポーツ少年団等への加入促進は重要ですが、近年加入率は約３割と低迷しています。
◆総合型スポーツクラブは、総合型、地域型併せて３クラブが活動しており、会員数は前年度の3,098人から142人減少し2,956人となりました。

【②選手・指導者の育成と支援】
◆スポーツ少年団の加入率は、前年度の31.9％から2.3ポイント減少し、29.6％になりました。
◆スポーツ大会への参加者数は、前年度の18,739人から837人減少し、17,902人になりました。

２．施策の成果実績に結びついている主な取り組み（事務事業）の総括

　（平成30年度において、施策及び基本事業の成果向上に貢献した主な事務事業の取組み内容を中心に記述）

【①生涯スポーツ・レクリエーションの推進】
＜スポーツ推進委員事業、市民スポーツ奨励事業＞
◆2020年に東京オリンピック・パラリンピックが開催されることを機に、運動・スポーツによる健康づくりの気運を高めるため、そのきっかけづくりとして
多くの市民が参加できるスポーツイベント（UO！SPOやボッチャ普及教室等）の開催やスポーツ推進委員（協議会）やスポーツ関係団体等による
ニュースポーツの指導・講習会、様々なスポーツイベント・大会等の開催等により、多くの市民が気軽に運動・スポーツに親しむことができました。
＜体育施設管理事業、学校体育施設開放事業＞
◆桃山運動公園やありそドームをはじめとするスポーツ施設と、夜間開放している学校体育施設は、多くの市民が運動・スポーツに親しむ拠点となっ
ています。
◆公共施設再編方針に基づく総合体育館の廃止については、廃止後の影響とその対応策を整理したうえで、指定管理者と意見交換を実施いたしまし
た。
＜東京オリンピック・パラリンピック事前合宿誘致推進事業＞
　卓球競技、ボッチャ競技共に、事前合宿候補地として、ありそドームについてＩＦ基準審査適合確認を受け、東京オリパラ組織委員会のＨＰに掲載し
ました。また、体験事業については、「あすチャレ！」スクールにより車いす陸上体験を住吉、経田、道下の３校で実施し、松倉小学校、西部中学校に
おいてはボッチャ体験会を開催しました。ボッチャ競技の事前合宿誘致については日本選手権大会に赴き、日本協会等へＰＲを行いました。また、英
語標記の施設紹介パンフレットを作成しました。
＜室内温水プール建替推進事業＞
◆温水プールについては、老朽化が著しいことから早期の建替えが望ましいという魚津市スポーツ推進審議会の答申を踏まえて、平成30年度には
PFI導入可能性調査を検討しながら基本構想を策定しました。

【②選手・指導者の育成と支援】
＜選手強化育成・優秀選手派遣事業（選手強化育成事業）＞
◆競技力の向上に向けた合同練習会や指導者の育成に努めた結果、多くの競技において全国大会に出場するなど、優秀な成績をおさめました。
◆ラグビートップリーグ所属の一流選手による直接指導を受けるクリニック（教室）開催や、市出身者であるプロ野球選手の石川歩投手による野球教
室など、トップアスリートの招聘を通じて、子どもたちの競技力向上及び指導者育成の貴重な機会をつくりました。

　（前年度末で残った課題、既に現年度で取り組んでいること、又は取り組むこととしている予定を記述）

【①生涯スポーツ・レクリエーションの推進】
◆総合型地域スポーツクラブの活動をはじめとする各地域における取組は、子どもたちのスポーツ少年団への加入促進や成人のスポーツ実施率の
向上に有効であることから、地区体育振興会をはじめ関係団体と連携して市民に対する積極的な情報提供等を行います。
◆「生涯スポーツサポート事業（UO!SPO）」として、市体育協会、スポーツ推進委員、地区体育振興等と連携しながら、各地区において体力測定、
ニュースポーツ体験、100歳体操、健康講座や健康な料理教室などを一同に行い、ひとりでも多くの市民に対して簡単な運動をしながら、健康につい
て考えてもらえるイベントを開催していきます。なお、令和２年までで全ての地区で開催できるよう呼びかけていきます。
◆引き続き、卓球及びボッチャ競技において事前合宿誘致や関連する競技の体験交流会等を実施することにより、国内外に向け本市の受け入れ体
制の充実、すごしやすさ等をＰＲするとともに、東京オリンピック・パラリンピックに向けた機運の醸成を図ります。
◆温水プールについて平成31年度にはPFI導入可能性調査を実施し、官民連携の可能性を模索しながら基本計画の策定を目指します。
◆総合体育館の廃止については、廃止後の影響とその対応策を整理しながら、引き続き利用者等へ幅広く的確に周知を図ります。
◆人口減少や少子高齢化に伴い、スポーツ施設の計画的で効率的な管理運営を行うためにも、スポーツ施設のストック適正化計画や個別施設の長
寿命化計画に取り組みます。

【②選手・指導者の育成と支援】
◆関係団体と連携を図りながら、小中学生の競技人口の拡大とレベルアップ、優秀選手の競技力向上に向けて継続的に取り組みます。
◆トップアスリート等から直接指導を受けるクリニック（教室）の開催等を行い、子どもたちを中心とする選手の競技力向上や指導者育成の支援を引き
続き実施します。
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部会評価
（協議結果、今
後の方針及び
課題等につい

て記載）

◆温水プールの建て替えについては、PFI可能性調査を実施し官民連携を模索しながら建設に向けた事業を進めること。
◆総合体育館の廃止については、廃止後の影響とその対応策を整理したうえで、利用者に対して確実な周知を図ること。
◆地元出身の一流選手をはじめとしたトップアスリートを招聘し、子どもたちを中心とする選手の競技力向上と指導者の育成に努めること。

施策の方針
（今後の事務の
取組みの参考）

◆総合体育館については、2020年度末廃止に向けて、対応策を検討するとともに、事前周知に努めます。また、温水プールは、建替えの準備を着実
に進めます。
◆幅広いスポーツ関係団体と連携し、市民の生涯にわたるスポーツ活動を推進します。
◆地元出身のトップアスリートなどを招聘し、子どもたちの競技スポーツの強化育成や交流を図ります。
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